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１．概要（Summary） 
高炉による製鉄プロセスにおいて、炉内充填層の通気

性の確保は安定的かつ高効率な操業に必要不可欠であ

る。ここでは、粒子形状が異なる場合の充填層の通気性

について検討を行った。充填層の空隙を含めた充填構造

をマイクロX線CTで取得し、粒子形状と通気性の関係を

明らかにすることを試みた。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
・マイクロ X 線 CT 

コムスキャンテクノ ScanXmate D160TS110 
【実験方法】 

正六面体、正八面体、正十二面体、正二十面体の粒

子を、直径 80 mm のアクリルパイプに充填層高さが 100 
mm となるように充填し、流入流速 1.0 m/s、0.5 m/s のそ

れぞれの場合における圧力損失を測定した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
流速 0.5 m/s における各充填層の圧力損失について、

実験値と計算値を Fig. 1 に示す。正六面体の場合を除き、

球形度が上昇することで圧力損失が低下することがわか

った。正八面体において最も圧力損失が大きくなった原

因を探るため、それぞれの粒子をビーカーに充填し、蝋を

流し込んで粒子を固定した状態の X 線 CT による測定を

行った。Fig. 2 に得られた画像の一例を示す。正八面体

においては、ランダムに充填した場合に面同士が接する

ように充填される割合が高く、流路が閉塞しやすいことが

わ か っ た 。 今 後 は 、 CFD(Computational Fluid 
Dynamics)による流体計算と可視化した充填層のデータ

を組み合わせ、粒子形状から圧力損失を予測するための

モデル開発を進めていく予定である。 

 
Fig. 1 Pressure drop of packed bed as a function of 
sphericity 

 
(a)Overall view 

 
(b)Cross section view 

Fig. 2 Snapshot of overall view and cross section 
view of packed bed obtained by X-ray CT 
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